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深
谷
宿
中
央
に
「
深
谷
城
址
」

が
あ
り
ま
す
。
別
名
「
木
瓜
城
」

と
呼
び
、
周
囲
を
低
湿
地
帯
に
取

り
巻
か
れ
た
平
城
で
し
た
。

深
谷
城
は
上
杉
氏
滅
亡
後
、
家

康
の
子
達
が
一
万
石
で
城
主
と
な

り
ま
し
た
。
家
康
の
数
多
い
男
の

子
の
中
で
「
鬼
子
」
と
呼
ば
れ
最

も
奇
怪
な
生
涯
を
送
っ
た
松
平
忠

輝
が
一
六
〇
三
年
ま
で
三
年
間
城

主
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

忠
輝
は
、
大
阪
冬
の
陣
で
秀
忠

か
ら
の
出
兵
の
要
請
を
無
視
し
、

豊
臣
秀
頼
と
の
友
情
を
守
り
、
秀

頼
の
助
命
の
行
動
を
と
っ
た
と
し

て
、
戦
後
秀
忠
か
ら
厳
罰
に
処
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
、
家
康
の
配
慮
に

よ
り
勘
当
処
分
と
な
り
、
忠
輝
は

謹
慎
先
を
最
初
に
城
主
を
務
め
た

深
谷
の
地
を
望
み
、
深
谷
の
山
村

で
九
十
二
才
ま
で
医
療
活
動
等
、

貧
民
相
手
の
奉
仕
活
動
に
専
念
し

て
い
ま
す
。

深
谷
宿
出
口
の
常
夜
灯
の
先
を

左
折
し
た
処
に
「
清
心
寺
」
が
あ

り
、
山
門
を
入
っ
た
左
側
に
「
平

薩
摩
守
忠
度
の
墓
」
が
あ
り
ま

す
。忠

度
は
平
清
盛
の
末
弟
で
、
一

ノ
谷
西
手
の
大
将
軍
で
し
た
。
一

ノ
谷
合
戦
の
時
、
深
谷
の
隣
村
の

岡
部
村
の
武
将
「
岡
部
六
弥
太
忠

澄
」
に
首
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
六

弥
太
は
忠
度
の
遺
髪
を
持
ち
帰
り

こ
の
清
心
寺
に
五
輪
塔
を
建
て
て

そ
の
菩
提
を
弔
な
い
ま
し
た
。
墓

前
に
「
忠
度
桜
」
と
云
わ
れ
る
桜

の
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
忠
度

夫
人
が
東
上
し
、
亡
夫
を
慕
い
墓

前
に
桜
の
木
を
植
え
た
も
の
で
、

現
在
の
木
は
十
数
代
目
に
な
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
ノ
谷
の
合
戦
の
場
面
を
「
平

家
物
語
」
に
は
│
│

『
岡
部
六
野
太
（
後
に
六
弥
太

と
な
る
）
と
の
討
ち
合
い
で
忠
度

は
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
覚
悟
し
、

「
し
ば
し
退
け
十
念
を
唱
え
ん
」

と
西
方
に
向
か
い
声
高
に
十
念
を

唱
え
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
六
野
太

が
忠
度
の
頸
を
討
っ
た
。
し
か
し

大
将
軍
の
名
前
か
判
ら
な
い
、
ふ

と
見
る
と
箙
に
一
通
の
文
が
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
て
、

〝 

行
き
く
れ
て　

木
の
下
か
げ
を

や
ど
と
せ
ば　

花
や
こ
よ
ひ
の

あ
る
じ
な
ら
ま
し　
　

忠
度
〞

と
書
い
て
あ
り
、
薩
摩
守
忠
度
で

あ
る
と
判
明
し
た
。』

と
あ
り
ま
す
。

深
谷
宿
を
出
て
上
里
郡
岡
部
町

（
現
在
深
谷
市
普
済
寺
）
に
入
る

と
六
弥
太
開
祖
と
云
わ
れ
る
「
普

済
寺
」
の
近
く
に
、
風
雨
に
曝
さ

れ
苔
む
し
て
い
た
墓
の
五
輪
塔

を
、
平
成
二
年
に
岡
部
町
に
よ
っ

て
発
掘
整
備
さ
れ
た
「
岡
部
一
族

の
墓
」
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
一
ノ
谷
の
合
戦
で
、
敦
盛

を
討
っ
た
熊
谷
直
実
は
、
駅
前
に

銅
像
が
建
ち
全
国
区
の
英
雄
と
な

り
ま
し
た
が
、
隣
郷
の
岡
部
六
弥

太
は
一
ノ
谷
西
口
の
総
大
将
・
平

忠
度
の
首
級
を
あ
げ
、
清
心
寺
の

墓
で
供
養
を
行
っ
て
い
る
の
に
ほ

と
ん
ど
無
名
な
の
は
残
念
で
す
。

岡
部
氏
は
、
六
弥
太
の
祖
父
忠

綱
に
始
ま
り
、
美
里
町
・
寄
居
町

を
中
心
に
勢
力
を
持
っ
た
武
士
団

「
猪
股
党
宗
家
猪
股
忠
兼
」
の
六

男
で
遣
唐
使
と
し
て
有
名
な
小
野

妹
子
の
子
孫
を
称
し
て
い
ま
す
。

六
弥
太
も
敵
に
挑
み
名
乗
り
を

あ
げ
る
時
は
「
岡
部
六
郎
小
野
太

郎
忠
澄
」
と
叫
ん
で
い
た
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
墓
城
か
ら
普
済
寺
に
か
け

て
の
一
帯
が
、
岡
部
六
弥
太
の
館

跡
と
伝
え
ら
れ
、
地
名
に
も
「
古

城
」
と
か
「
的
塚
」
と
い
う
の
が

残
っ
て
い
ま
す
。

普
済
寺
の
北
方
四
キ
ロ
位
の
処

に
深
谷
市
血
洗
島
と
い
う
部
落
が

あ
り
、
明
治
財
界
の
巨
星
「
渋
沢

栄
一
の
生
家
」
が
あ
り
ま
す
。

中
山
道
は
Ｊ
Ｒ
岡
部
駅
の
北
で

国
道
と
別
れ
て
大
き
く
北
へ
迂
回

し
て
本
庄
市
に
入
り
ま
す
。

 
（
小
島　

次
郎
）

岡部一族の墓地（深谷市普済寺）

連
載 

私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑪

 
│
深
谷
市
（
そ
の
2
）│

深谷宿常夜燈


